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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月22日(2016.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化２１３】

の化合物またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩であって；
　式（Ｉ）において：

【化２１４】
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は：
【化２１５】

から選択され；
　ｎは、１、２、３、４、５、または６であり；
　Ｒ１は、－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｒ１０）２－Ｒ９ｂ－、－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－、－Ｒ
９ａ－Ｓ（Ｏ）ｔ－Ｒ９ｂ－（ここでｔは、０、１もしくは２である）、－Ｒ９ａ－Ｏ－
Ｒ９ｂ－、－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１ａ）－Ｒ９ｂ－、－Ｒ９ａ－Ｎ（Ｒ１１ａ）Ｃ
（Ｏ）－Ｒ９ｂ－または－Ｒ９ａ－Ｎ（Ｒ１１ａ）－Ｒ９ｂ－であり；
　ただし、Ａが
【化２１５Ａ】

である場合、Ｒ１は－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｒ１０）２－Ｒ９ｂ－ではなく；
　Ｒ２およびＲ３は各々独立して、水素、アルキルまたは－Ｒ９－ＯＲ１１から選択され
、ただし、Ｒ６が水素である場合、Ｒ２およびＲ３のうちの少なくとも一方は、－Ｒ９－
ＯＲ１１であり；
　Ｒ４ａおよびＲ４ｂは各々独立して、水素、アルキル、－Ｒ９－ＯＲ１１または－Ｃ（
Ｏ）ＯＲ１１から選択され；
　Ｒ５は独立して、水素、オキソ、シアノ、ニトロ、ハロ、アルキル、ハロアルキル、必
要に応じて置換されたシクロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキルアルキル
、必要に応じて置換されたアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、必要に応じて
置換されたヘテロシクリル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキル、必要に応
じて置換されたヘテロアリール、必要に応じて置換されたヘテロアリールアルキル、－Ｒ
９－ＯＲ１１、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）Ｒ１１、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１

１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｒ１

２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）－Ｒ１４－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ
）－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）－ＯＲ１２

、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１１）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｓ
（Ｏ）ｐＲ１１（ここでｐは、１もしくは２である）、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｓ）Ｎ
（Ｒ１１）Ｒ１２または－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｓ（Ｏ）ｐ

Ｒ１２（ここでｐは、１もしくは２である）から選択され；
　Ｒ６およびＲ８の各々は独立して、水素、アルキル、ハロまたはハロアルキルから選択
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され；
　Ｒ７は、水素、アルキル、ハロまたはハロアルキルであり；
　Ｒ９、Ｒ９ａおよびＲ９ｂの各々は独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖の
アルキレン鎖であり；
　各Ｒ１０は独立して、水素、アルキル、－ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２または－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｒ１１であり
；
　Ｒ１１、Ｒ１１ａおよびＲ１２の各々は独立して、水素、アルキル、アルケニル、ハロ
アルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアル
キルアルキル、必要に応じて置換されたアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、
必要に応じて置換されたヘテロシクリル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキ
ル、必要に応じて置換されたヘテロアリールまたは必要に応じて置換されたヘテロアリー
ルアルキルであり；そして
　Ｒ１４は、直鎖または分枝鎖のアルキレン鎖であり；
　ただし、式（Ｉ）の化合物は、以下の化合物：
　（１Ｓ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－（３－メトキシ－５－メチルフェノキシメチル
）－２，５，５，８ａ－テトラメチル－デカヒドロナフタレン－２－オール；
　（１Ｓ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－（３，５－ジメトキシフェノキシメチル）－２
，５，５，８ａ－テトラメチル－デカヒドロナフタレン－２－オール；
　（１Ｓ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－［３，５－ビス（プロパン－２－イルオキシ）
フェノキシメチル］－２，５，５，８ａ－テトラメチル－デカヒドロナフタレン－２－オ
ール；
　（１Ｒ，２Ｒ，８ａＳ）－１－（（３，５－ジメトキシフェニルスルホニル）メチル）
－２，５，５，８ａ－テトラメチルデカヒドロナフタレン－２－オール；
　（１Ｒ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－｛［（３－メトキシ－５－メチルフェニル）ス
ルファニル］メチル｝－２，５，５，８ａ－テトラメチル－デカヒドロナフタレン－２－
オール；
　（１Ｒ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－｛［（３－メトキシフェニル）スルファニル］
メチル｝－２，５，５，８ａ－テトラメチル－デカヒドロナフタレン－２－オール；およ
び
　（１Ｒ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－｛［（３，５－ジメトキシフェニル）スルファ
ニル］メチル｝－２，５，５，８ａ－テトラメチル－デカヒドロナフタレン－２－オール
を含まない、化合物またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
【請求項２】
　式（Ｉａ）：
【化２１６】

を有する、請求項１に記載の化合物であって；
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　式（Ｉａ）において、ｎ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およ
びＲ８は、請求項１において上で定義されたとおりである、化合物、またはその立体異性
体あるいは薬学的に受容可能な塩。
【請求項３】
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－であり、ここで前記化合物が式（Ｉａ１）：
【化２１７】

の化合物であり；
　式（Ｉａ１）において、ｎ、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ
８は、請求項２において上で定義されたとおりであり；そして
　Ｒ９ａおよびＲ９ｂは各々独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖のアルキレ
ン鎖である、請求項２に記載の化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能
な塩。
【請求項４】
　Ｒ１が－Ｒ９－Ｓ（Ｏ）ｔ－Ｒ９－であり、ここで前記化合物が式（Ｉａ３）：
【化２１９】

の化合物であり；
　式（Ｉａ３）において、ｎ、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ
８は、請求項２において上で定義されたとおりであり；
　ｔは、０、１または２であり；そして
　Ｒ９ａおよびＲ９ｂは各々独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖のアルキレ
ン鎖である、請求項２に記載の化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能
な塩。
【請求項５】
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｏ－Ｒ９ｂ－であり、ここで前記化合物が式（Ｉａ４）：
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【化２２０】

の化合物であり；
　式（Ｉａ４）において、ｎ、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ
８は、請求項２において上で定義されたとおりであり；そして
　Ｒ９ａおよびＲ９ｂは各々独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖のアルキレ
ン鎖である、請求項２に記載の化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能
な塩。
【請求項６】
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１ａ）－Ｒ９ｂ－であり、ここで前記化合物が式（
Ｉａ５）：

【化２２１】

の化合物であり；
　式（Ｉａ５）において、ｎ、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ
８は、請求項２において上で定義されたとおりであり；
　Ｒ９ａおよびＲ９ｂは各々独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖のアルキレ
ン鎖であり；そして
　Ｒ１１ａは、水素、アルキル、アルケニル、ハロアルキル、必要に応じて置換されたシ
クロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキルアルキル、必要に応じて置換され
たアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、必要に応じて置換されたヘテロシクリ
ル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキル、必要に応じて置換されたヘテロア
リールまたは必要に応じて置換されたヘテロアリールアルキルである、請求項２に記載の
化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
【請求項７】
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｎ（Ｒ１１ａ）Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－であり、ここで前記化合物が式（
Ｉａ６）：
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【化２２２】

の化合物であり；
　式（Ｉａ６）において、ｎ、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ
８は、請求項２において上で定義されたとおりであり；
　Ｒ９ａおよびＲ９ｂは各々独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖のアルキレ
ン鎖であり；そして
　Ｒ１１ａは、水素、アルキル、アルケニル、ハロアルキル、必要に応じて置換されたシ
クロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキルアルキル、必要に応じて置換され
たアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、必要に応じて置換されたヘテロシクリ
ル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキル、必要に応じて置換されたヘテロア
リールまたは必要に応じて置換されたヘテロアリールアルキルである、請求項２に記載の
化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
【請求項８】
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｎ（Ｒ１１ａ）－Ｒ９ｂ－であり、ここで前記化合物が式（Ｉａ７）
：
【化２２３】

の化合物であり；
　式（Ｉａ７）において、ｎ、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ
８は、請求項２において上で定義されたとおりであり；
　Ｒ９ａおよびＲ９ｂは各々独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖のアルキレ
ン鎖であり；そして
　Ｒ１１ａは、水素、アルキル、アルケニル、ハロアルキル、必要に応じて置換されたシ
クロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキルアルキル、必要に応じて置換され
たアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、必要に応じて置換されたヘテロシクリ
ル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキル、必要に応じて置換されたヘテロア
リールまたは必要に応じて置換されたヘテロアリールアルキルである、請求項２に記載の
化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
【請求項９】
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　式（Ｉｃ）：
【化２２４】

を有する、請求項１に記載の化合物であって；
　式（Ｉｃ）において、ｎ、Ｒ１、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、請
求項１において上で定義されたとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬
学的に受容可能な塩。
【請求項１０】
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｎ（Ｒ１１ａ）Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－であり、ここで前記化合物が式（
Ｉｃ１）：
【化２２５】

の化合物であり；
　式（Ｉｃ１）において、ｎ、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、請求項
９において上で定義されたとおりであり；
　Ｒ９ａおよびＲ９ｂは各々独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖のアルキレ
ン鎖であり；そして
　Ｒ１１ａは、水素、アルキル、アルケニル、ハロアルキル、必要に応じて置換されたシ
クロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキルアルキル、必要に応じて置換され
たアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、必要に応じて置換されたヘテロシクリ
ル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキル、必要に応じて置換されたヘテロア
リールまたは必要に応じて置換されたヘテロアリールアルキルである、請求項９に記載の
化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
【請求項１１】
　式（Ｉｄ）：
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【化２２６】

を有する、請求項１に記載の化合物であって；
　式（Ｉｄ）において、ｎ、Ｒ１、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、請
求項１において上で定義されたとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬
学的に受容可能な塩。
【請求項１２】
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｒ１０）２－Ｒ９ｂ－であり、ここで前記化合物が式（Ｉｄ１）
：
【化２２７】

の化合物であり；
　式（Ｉｄ１）において、ｎ、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、請求項
１１において上で定義されたとおりであり；
　Ｒ９ａおよびＲ９ｂは各々独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖のアルキレ
ン鎖であり；
　各Ｒ１０は独立して、水素、アルキル、－ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２または－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｒ１１であり
；そして
　Ｒ１１およびＲ１２は各々独立して、水素、アルキル、アルケニル、ハロアルキル、必
要に応じて置換されたシクロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキルアルキル
、必要に応じて置換されたアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、必要に応じて
置換されたヘテロシクリル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキル、必要に応
じて置換されたヘテロアリールまたは必要に応じて置換されたヘテロアリールアルキルで
ある、請求項１１に記載の化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩
。
【請求項１３】
　式（Ｉｅ）：
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【化２２８】

を有する、請求項１に記載の化合物であって；
　式（Ｉｅ）において、ｎ、Ｒ１、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、請
求項１において上で定義されたとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬
学的に受容可能な塩。
【請求項１４】
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｒ１０）２－Ｒ９ｂ－であり、ここで前記化合物が式（Ｉｅ１）
：
【化２２９】

の化合物であり；
　式（Ｉｅ１）において、ｎ、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、請求項
１３において上で定義されたとおりであり；
　Ｒ９ａおよびＲ９ｂは各々独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖のアルキレ
ン鎖であり；
　各Ｒ１０は独立して、水素、アルキル、－ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２または－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｒ１１であり
；そして
　Ｒ１１およびＲ１２は各々独立して、水素、アルキル、アルケニル、ハロアルキル、必
要に応じて置換されたシクロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキルアルキル
、必要に応じて置換されたアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、必要に応じて
置換されたヘテロシクリル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキル、必要に応
じて置換されたヘテロアリールまたは必要に応じて置換されたヘテロアリールアルキルで
ある、請求項１３に記載の化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩
。
【請求項１５】
　式（Ｉｆ）：
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【化２３０】

を有する、請求項１に記載の化合物であって；
　式（Ｉｆ）において、ｎ、Ｒ１、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、請
求項１において上で定義されたとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬
学的に受容可能な塩。
【請求項１６】
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｒ１０）２－Ｒ９ｂ－であり、ここで前記化合物が式（Ｉｆ１）
：
【化２３１】

の化合物であり；
　式（Ｉｆ１）において、ｎ、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、請求項
１５において上で定義されたとおりであり；
　Ｒ９ａおよびＲ９ｂは各々独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖のアルキレ
ン鎖であり；
　各Ｒ１０は独立して、水素、アルキル、－ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２または－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｒ１１であり
；そして
　Ｒ１１およびＲ１２は各々独立して、水素、アルキル、アルケニル、ハロアルキル、必
要に応じて置換されたシクロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキルアルキル
、必要に応じて置換されたアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、必要に応じて
置換されたヘテロシクリル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキル、必要に応
じて置換されたヘテロアリールまたは必要に応じて置換されたヘテロアリールアルキルで
ある、請求項１５に記載の化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩
。
【請求項１７】

【化２３２】

は：



(14) JP 2016-510320 A5 2017.1.12

【化２３３】

から選択され；
　ｎは、１、２、３、４、５、または６であり；
　Ｒ１は、－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｒ１０）２－Ｒ９ｂ－、－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－、－Ｒ
９ａ－Ｓ（Ｏ）ｔ－Ｒ９ｂ－（ここでｔは、０、１もしくは２である）、－Ｒ９ａ－Ｏ－
Ｒ９ｂ－、または－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１ａ）－Ｒ９ｂ－または－Ｒ９ａ－Ｎ（Ｒ
１１ａ）Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－であり；
　Ｒ４ａおよびＲ４ｂは各々独立して、水素、アルキル、－Ｒ９－ＯＲ１１または－Ｃ（
Ｏ）ＯＲ１１から選択され；
　Ｒ５は独立して、水素、オキソ、シアノ、ニトロ、ハロ、アルキル、ハロアルキル、必
要に応じて置換されたシクロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキルアルキル
、必要に応じて置換されたアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、必要に応じて
置換されたヘテロシクリル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキル、必要に応
じて置換されたヘテロアリール、必要に応じて置換されたヘテロアリールアルキル、－Ｒ
９－ＯＲ１１、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）Ｒ１１、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１

１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｒ１

２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）－Ｒ１４－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ
）－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）－ＯＲ１２

、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１１）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｓ
（Ｏ）ｐＲ１１（ここでｐは、１もしくは２である）、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｓ）Ｎ
（Ｒ１１）Ｒ１２または－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｓ（Ｏ）ｐ

Ｒ１２（ここでｐは、１もしくは２である）から選択され；
　Ｒ６およびＲ８の各々は独立して、水素、アルキル、ハロまたはハロアルキルから選択
され；
　Ｒ７は、水素、アルキル、ハロまたはハロアルキルであり；
　Ｒ９、Ｒ９ａおよびＲ９ｂの各々は独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖の
アルキレン鎖であり；
　各Ｒ１０は独立して、水素、アルキル、－ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２または－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｒ１１であり
；
　Ｒ１１、Ｒ１１ａおよびＲ１２の各々は独立して、水素、アルキル、アルケニル、ハロ
アルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアル
キルアルキル、必要に応じて置換されたアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、
必要に応じて置換されたヘテロシクリル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキ
ル、必要に応じて置換されたヘテロアリールまたは必要に応じて置換されたヘテロアリー
ルアルキルであり；そして
　Ｒ１４は、直鎖または分枝鎖のアルキレン鎖である、
請求項１に記載の化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
【請求項１８】
　（２Ｒ，４Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－４－［（３，５－ジメトキシフェニル）カルボニル
］－４ａ，８，８－トリメチル－３－メチリデン－デカヒドロナフタレン－２－オール；
　（４ａＳ，５Ｓ，８ａＳ）－５－［（３－メトキシ－５－メチルフェニル）メチル］－
１，１，４ａ－トリメチル－６－メチリデン－デカヒドロナフタレン；
　Ｎ－（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，４ａＳ）－４－（（フラン－２－カルボキサミド）メチル
）－３，４ａ，８，８－テトラメチルデカヒドロナフタレン－２－イル）ニコチンアミド
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；
　Ｎ－（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，４ａＳ）－４－（（フラン－２－カルボキサミド）メチル
）－３，４ａ，８，８－テトラメチルデカヒドロナフタレン－２－イル）－４－メチルピ
ペラジン－１－カルボキサミド；および
　Ｎ－（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，４ａＲ）－４－（２－（フラン－２－カルボキサミド）エ
チル）－３，４ａ，８，８－テトラメチルデカヒドロナフタレン－２－イル）－４－メチ
ルピペラジン－１－カルボキサミド
からなる群より選択される化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１９】
　請求項１または請求項１８に記載の化合物、またはその立体異性体、あるいは薬学的に
受容可能な塩、および薬学的に受容可能な賦形剤を含有する、組成物。
【請求項２０】
　ＳＨＩＰ１活性の調節の必要がある哺乳動物において、ＳＨＩＰ１活性を調節するため
の組成物であって、該組成物は、有効量の請求項１もしくは請求項１８に記載の化合物、
もしくはその薬学的に受容可能な塩、またはその立体異性体、あるいは請求項１９に記載
の組成物を含有する、組成物。
【請求項２１】
　疾患、障害または状態の処置の必要がある哺乳動物において、該疾患、障害または状態
を処置するための組成物であって、該組成物は、有効量の請求項１もしくは請求項１８に
記載の化合物、もしくはその薬学的に受容可能な塩、または立体異性体、あるいは請求項
１９に記載の組成物を含有し、該疾患、障害または状態は、自己免疫性の疾患、障害また
は状態、炎症性の疾患、障害または状態、あるいは腫瘍性または細胞増殖性の疾患、障害
または状態である、組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０９１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０９１３】
から選択され；
　ｎは、１、２、３、４、５、または６であり；
　Ｒ１は、－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｒ１０）２－Ｒ９ｂ－、－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－、－Ｒ
９ａ－Ｓ（Ｏ）ｔ－Ｒ９ｂ－（ここでｔは、０、１もしくは２である）、－Ｒ９ａ－Ｏ－
Ｒ９ｂ－、または－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１ａ）－Ｒ９ｂ－または－Ｒ９ａ－Ｎ（Ｒ
１１ａ）Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－であり；
　Ｒ４ａおよびＲ４ｂは各々独立して、水素、アルキル、－Ｒ９－ＯＲ１１または－Ｃ（
Ｏ）ＯＲ１１から選択されるか、
　あるいはＲ４ａは、水素、アルキル、－Ｒ９－ＯＲ１１、または－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１か
ら選択され、そしてＲ４ｂは、数字１の炭素への直接結合、または数字３の炭素への直接
結合であるか；
　あるいはＲ４ａとＲ４ｂとは一緒になって、＝Ｃ（Ｒ１３）２を形成し；
　Ｒ５は独立して、水素、オキソ、シアノ、ニトロ、ハロ、アルキル、ハロアルキル、必
要に応じて置換されたシクロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキルアルキル
、必要に応じて置換されたアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、必要に応じて
置換されたヘテロシクリル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキル、必要に応
じて置換されたヘテロアリール、必要に応じて置換されたヘテロアリールアルキル、－Ｒ
９－ＯＲ１１、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）Ｒ１１、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１

１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｒ１

２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）－Ｒ１４－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ
）－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）－ＯＲ１２
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、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１１）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｓ
（Ｏ）ｐＲ１１（ここでｐは、１もしくは２である）、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｓ）Ｎ
（Ｒ１１）Ｒ１２または－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｓ（Ｏ）ｐ

Ｒ１２（ここでｐは、１もしくは２である）から選択され；
　Ｒ６およびＲ８の各々は独立して、水素、アルキル、ハロまたはハロアルキルから選択
され；
　Ｒ７は、水素、アルキル、ハロまたはハロアルキルであり；
　Ｒ９、Ｒ９ａおよびＲ９ｂの各々は独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖の
アルキレン鎖であり；
　各Ｒ１０は独立して、水素、アルキル、－ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２または－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｒ１１であり
；
　Ｒ１１、Ｒ１１ａおよびＲ１２の各々は独立して、水素、アルキル、アルケニル、ハロ
アルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアル
キルアルキル、必要に応じて置換されたアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、
必要に応じて置換されたヘテロシクリル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキ
ル、必要に応じて置換されたヘテロアリールまたは必要に応じて置換されたヘテロアリー
ルアルキルであり；
　各Ｒ１３は、水素、アルキルまたはハロアルキルであり；そして
　Ｒ１４は、直鎖または分枝鎖のアルキレン鎖である、
項目１に記載の化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目２１）
　項目１に記載の化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩、および
薬学的に受容可能な賦形剤を含有する、組成物。
（項目２２）
　ＳＨＩＰ１を調節する方法であって、有効量の項目１に記載の化合物もしくはその薬学
的に受容可能な塩、またはその立体異性体、あるいは項目２１に記載の組成物を、その必
要がある哺乳動物に投与する工程を包含する、方法。
（項目２３）
　疾患、障害または状態を処置する方法であって、有効量の項目１に記載の化合物もしく
はその薬学的に受容可能な塩または立体異性体、あるいは項目２１に記載の組成物を、そ
の必要がある哺乳動物に投与する工程を包含し、該疾患、障害または状態は、自己免疫性
の疾患、障害または状態、炎症性の疾患、障害または状態、あるいは腫瘍性または細胞増
殖性の疾患、障害または状態である、方法。
　本発明はさらに、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　式（Ｉ）：
【化２１３】

の化合物またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩であって；
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　式（Ｉ）において：
【化２１４】

は：

【化２１５】

から選択され；
　ｎは、１、２、３、４、５、または６であり；
　Ｒ１は、－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｒ１０）２－Ｒ９ｂ－、－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－、－Ｒ
９ａ－Ｓ（Ｏ）ｔ－Ｒ９ｂ－（ここでｔは、０、１もしくは２である）、－Ｒ９ａ－Ｏ－
Ｒ９ｂ－、－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１ａ）－Ｒ９ｂ－、－Ｒ９ａ－Ｎ（Ｒ１１ａ）Ｃ
（Ｏ）－Ｒ９ｂ－または－Ｒ９ａ－Ｎ（Ｒ１１ａ）－Ｒ９ｂ－であり；
　Ｒ２およびＲ３は各々独立して、水素、アルキルまたは－Ｒ９－ＯＲ１１から選択され
、ただし、Ｒ６が水素である場合、Ｒ２およびＲ３のうちの少なくとも一方は、－Ｒ９－
ＯＲ１１であり；
　Ｒ４ａおよびＲ４ｂは各々独立して、水素、アルキル、－Ｒ９－ＯＲ１１または－Ｃ（
Ｏ）ＯＲ１１から選択されるか、
　あるいはＲ４ａは、水素、アルキル、－Ｒ９－ＯＲ１１、または－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１か
ら選択され、そしてＲ４ｂは、数字１の炭素への直接結合、または数字３の炭素への直接
結合であり；
　Ｒ５は独立して、水素、オキソ、シアノ、ニトロ、ハロ、アルキル、ハロアルキル、必
要に応じて置換されたシクロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキルアルキル
、必要に応じて置換されたアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、必要に応じて
置換されたヘテロシクリル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキル、必要に応
じて置換されたヘテロアリール、必要に応じて置換されたヘテロアリールアルキル、－Ｒ
９－ＯＲ１１、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）Ｒ１１、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１

１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｒ１

２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）－Ｒ１４－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ
）－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）－ＯＲ１２

、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１１）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｓ
（Ｏ）ｐＲ１１（ここでｐは、１もしくは２である）、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｓ）Ｎ
（Ｒ１１）Ｒ１２または－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｓ（Ｏ）ｐ

Ｒ１２（ここでｐは、１もしくは２である）から選択され；
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　Ｒ６およびＲ８の各々は独立して、水素、アルキル、ハロまたはハロアルキルから選択
され；
　Ｒ７は、水素、アルキル、ハロまたはハロアルキルであり；
　Ｒ９、Ｒ９ａおよびＲ９ｂの各々は独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖の
アルキレン鎖であり；
　各Ｒ１０は独立して、水素、アルキル、－ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２または－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｒ１１であり
；
　Ｒ１１、Ｒ１１ａおよびＲ１２の各々は独立して、水素、アルキル、アルケニル、ハロ
アルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアル
キルアルキル、必要に応じて置換されたアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、
必要に応じて置換されたヘテロシクリル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキ
ル、必要に応じて置換されたヘテロアリールまたは必要に応じて置換されたヘテロアリー
ルアルキルであり；そして
　Ｒ１４は、直鎖または分枝鎖のアルキレン鎖であり；
　ただし、式（Ｉ）の化合物は、以下の化合物：
　（１Ｓ，２Ｓ，４ａＳ，８ａＲ）－デカヒドロ－１－［２－（３－メトキシフェニル）
エチル］－５，５，８ａ－トリメチル－２－ナフタレンカルボン酸；
　（１Ｓ，２Ｓ，４ａＳ，８ａＲ）－デカヒドロ－１－［２－（３－メトキシフェニル）
エチル］－５，５，８ａ－トリメチル－２－ナフタレンメタノール；
　α－（３，５－ジメトキシフェニル）デカヒドロ－２－ヒドロキシ－２，５，５，８ａ
－テトラメチル－１－ナフタレンメタノール；
　（４ａＳ，８ａＳ）－３，４，４ａ，５，６，７，８，８ａ－オクタヒドロ－α－（３
－メトキシ－５－メチルフェニル）－２，５，５，８ａ－テトラメチル－１－ナフタレン
メタノール；
　（１Ｓ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－デカヒドロ－２－ヒドロキシ－α－（３－メトキシ
－５－メチルフェニル）－２，５，５，８ａ－テトラメチル－１－ナフタレンメタノール
；
　（１Ｒ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－デカヒドロ－１－［（３－メトキシ－５－メチルフ
ェニル）メチル］－２，５，５，８ａ－テトラメチル－２－ナフタレノール；
　（１Ｓ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－（３－メトキシ－５－メチルフェノキシメチル
）－２，５，５，８ａ－テトラメチル－デカヒドロナフタレン－２－オール；
　（１Ｓ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－（３，５－ジメトキシフェノキシメチル）－２
，５，５，８ａ－テトラメチル－デカヒドロナフタレン－２－オール；
　（１Ｓ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－［３，５－ビス（プロパン－２－イルオキシ）
フェノキシメチル］－２，５，５，８ａ－テトラメチル－デカヒドロナフタレン－２－オ
ール；
　（１Ｒ，２Ｒ，８ａＳ）－１－（（３，５－ジメトキシフェニルスルホニル）メチル）
－２，５，５，８ａ－テトラメチルデカヒドロナフタレン－２－オール；
　（１Ｒ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－｛［（３－メトキシ－５－メチルフェニル）ス
ルファニル］メチル｝－２，５，５，８ａ－テトラメチル－デカヒドロナフタレン－２－
オール；
　（１Ｒ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－｛［（３－メトキシフェニル）スルファニル］
メチル｝－２，５，５，８ａ－テトラメチル－デカヒドロナフタレン－２－オール；およ
び
　（１Ｒ，２Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－｛［（３，５－ジメトキシフェニル）スルファ
ニル］メチル｝－２，５，５，８ａ－テトラメチル－デカヒドロナフタレン－２－オール
を含まない、化合物またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目２）
　式（Ｉａ）：
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【化２１６】

を有する、項目１に記載の化合物であって；
　式（Ｉａ）において、ｎ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およ
びＲ８は、項目１において上で定義されたとおりである、化合物、またはその立体異性体
あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目３）
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－である、項目２に記載の化合物、すなわち、式（
Ｉａ１）：

【化２１７】

の化合物であって；
　式（Ｉａ１）において、Ｒ９ａおよびＲ９ｂは、項目１において上で定義されたとおり
である、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目４）
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｒ１０）２－Ｒ９ｂ－である、項目２に記載の化合物、すなわち
、式（Ｉａ２）：
【化２１８】
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の化合物であって；
　式（Ｉａ２）において、Ｒ９ａ、Ｒ９ｂおよびＲ１０は、項目１において上で定義され
たとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目５）
　Ｒ１が－Ｒ９－Ｓ（Ｏ）ｔ－Ｒ９－である、項目２に記載の化合物、すなわち、式（Ｉ
ａ３）：
【化２１９】

の化合物であって；
　式（Ｉａ３）において、ｔ、Ｒ９ａおよびＲ９ｂは、項目１において上で定義されたと
おりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目６）
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｏ－Ｒ９ｂ－である、項目２に記載の化合物、すなわち、式（Ｉａ４
）：
【化２２０】

の化合物であって；
　式（Ｉａ４）において、Ｒ９ａおよびＲ９ｂは、項目１において上で定義されたとおり
である、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目７）
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１ａ）－Ｒ９ｂ－である、項目２に記載の化合物、
すなわち、式（Ｉａ５）：
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【化２２１】

の化合物であって；
　式（Ｉａ５）において、Ｒ９ａ、Ｒ９ｂおよびＲ１１ａは、項目１において上で定義さ
れたとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目８）
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｎ（Ｒ１１ａ）Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－である、項目２に記載の化合物、
すなわち、式（Ｉａ６）：
【化２２２】

の化合物であって；
　式（Ｉａ６）において、Ｒ９ａ、Ｒ９ｂおよびＲ１１ａは、項目１において上で定義さ
れたとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目９）
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｎ（Ｒ１１ａ）－Ｒ９ｂ－である、項目２に記載の化合物、すなわち
、式（Ｉａ７）：
【化２２３】

の化合物であって；
　式（Ｉａ７）において、Ｒ９ａ、Ｒ９ｂおよびＲ１１ａは、項目１において上で定義さ
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れたとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目１０）
　式（Ｉｃ）：
【化２２４】

を有する、項目１に記載の化合物であって；
　式（Ｉｃ）において、ｎ、Ｒ１、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、項
目１において上で定義されたとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学
的に受容可能な塩。
（項目１１）
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｎ（Ｒ１１ａ）Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－である、項目１０に記載の化合物
、すなわち、式（Ｉｃ１）：

【化２２５】

の化合物であって；
　式（Ｉｃ１）において、Ｒ９ａ、Ｒ９ｂおよびＲ１１ａは、項目１において上で定義さ
れたとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目１２）
　式（Ｉｄ）：

【化２２６】

を有する、項目１に記載の化合物であって；
　式（Ｉｄ）において、ｎ、Ｒ１、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、項
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目１において上で定義されたとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学
的に受容可能な塩。
（項目１３）
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｒ１０）２－Ｒ９ｂ－である、項目１２に記載の化合物、すなわ
ち、式（Ｉｄ１）：
【化２２７】

の化合物であって；
　式（Ｉｄ１）において、Ｒ９ａ、Ｒ９ｂおよびＲ１０は、項目１において上で定義され
たとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目１４）
　式（Ｉｅ）：
【化２２８】

を有する、項目１に記載の化合物であって；
　式（Ｉｅ）において、ｎ、Ｒ１、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、項
目１において上で定義されたとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学
的に受容可能な塩。
（項目１５）
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｒ１０）２－Ｒ９ｂ－である、項目１４に記載の化合物、すなわ
ち、式（Ｉｅ１）：
【化２２９】

の化合物であって；
　式（Ｉｅ１）において、Ｒ９ａ、Ｒ９ｂおよびＲ１０は、項目１において上で定義され
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たとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目１６）
　式（Ｉｆ）：
【化２３０】

を有する、項目１に記載の化合物であって；
　式（Ｉｆ）において、ｎ、Ｒ１、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、項
目１において上で定義されたとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学
的に受容可能な塩。
（項目１７）
　Ｒ１が－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｒ１０）２－Ｒ９ｂ－である、項目１６に記載の化合物、すなわ
ち、式（Ｉｆ１）：

【化２３１】

の化合物であって；
　式（Ｉｆ１）において、Ｒ９ａ、Ｒ９ｂおよびＲ１０は、項目１において上で定義され
たとおりである、化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目１８）
【化２３２】

は：
【化２３３】

から選択され；
　ｎは、１、２、３、４、５、または６であり；
　Ｒ１は、－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｒ１０）２－Ｒ９ｂ－、－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－、－Ｒ
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９ａ－Ｓ（Ｏ）ｔ－Ｒ９ｂ－（ここでｔは、０、１もしくは２である）、－Ｒ９ａ－Ｏ－
Ｒ９ｂ－、または－Ｒ９ａ－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１ａ）－Ｒ９ｂ－または－Ｒ９ａ－Ｎ（Ｒ
１１ａ）Ｃ（Ｏ）－Ｒ９ｂ－であり；
　Ｒ４ａおよびＲ４ｂは各々独立して、水素、アルキル、－Ｒ９－ＯＲ１１または－Ｃ（
Ｏ）ＯＲ１１から選択されるか、
　あるいはＲ４ａは、水素、アルキル、－Ｒ９－ＯＲ１１、または－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１か
ら選択され、そしてＲ４ｂは、数字１の炭素への直接結合、または数字３の炭素への直接
結合であり；
　Ｒ５は独立して、水素、オキソ、シアノ、ニトロ、ハロ、アルキル、ハロアルキル、必
要に応じて置換されたシクロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキルアルキル
、必要に応じて置換されたアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、必要に応じて
置換されたヘテロシクリル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキル、必要に応
じて置換されたヘテロアリール、必要に応じて置換されたヘテロアリールアルキル、－Ｒ
９－ＯＲ１１、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）Ｒ１１、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１

１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｒ１

２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）－Ｒ１４－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ
）－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）－ＯＲ１２

、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１１）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｓ
（Ｏ）ｐＲ１１（ここでｐは、１もしくは２である）、－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｓ）Ｎ
（Ｒ１１）Ｒ１２または－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）－Ｒ９－Ｎ（Ｒ１１）Ｓ（Ｏ）ｐ

Ｒ１２（ここでｐは、１もしくは２である）から選択され；
　Ｒ６およびＲ８の各々は独立して、水素、アルキル、ハロまたはハロアルキルから選択
され；
　Ｒ７は、水素、アルキル、ハロまたはハロアルキルであり；
　Ｒ９、Ｒ９ａおよびＲ９ｂの各々は独立して、直接結合、または直鎖もしくは分枝鎖の
アルキレン鎖であり；
　各Ｒ１０は独立して、水素、アルキル、－ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１１、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２または－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｒ１１であり
；
　Ｒ１１、Ｒ１１ａおよびＲ１２の各々は独立して、水素、アルキル、アルケニル、ハロ
アルキル、必要に応じて置換されたシクロアルキル、必要に応じて置換されたシクロアル
キルアルキル、必要に応じて置換されたアリール、必要に応じて置換されたアラルキル、
必要に応じて置換されたヘテロシクリル、必要に応じて置換されたヘテロシクリルアルキ
ル、必要に応じて置換されたヘテロアリールまたは必要に応じて置換されたヘテロアリー
ルアルキルであり；そして
　Ｒ１４は、直鎖または分枝鎖のアルキレン鎖である、
項目１に記載の化合物、またはその立体異性体あるいは薬学的に受容可能な塩。
（項目１９）
　（２Ｒ，４Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－４－［（３，５－ジメトキシフェニル）カルボニル
］－４ａ，８，８－トリメチル－３－メチリデン－デカヒドロナフタレン－２－オール；
　（４ａＳ，５Ｓ，８ａＳ）－５－［（３－メトキシ－５－メチルフェニル）メチル］－
１，１，４ａ－トリメチル－６－メチリデン－デカヒドロナフタレン；
　Ｎ－（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，４ａＳ）－４－（（フラン－２－カルボキサミド）メチル
）－３，４ａ，８，８－テトラメチルデカヒドロナフタレン－２－イル）ニコチンアミド
；
　Ｎ－（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，４ａＳ）－４－（（フラン－２－カルボキサミド）メチル
）－３，４ａ，８，８－テトラメチルデカヒドロナフタレン－２－イル）－４－メチルピ
ペラジン－１－カルボキサミド；および
　Ｎ－（（２Ｒ，３Ｓ，４Ｓ，４ａＲ）－４－（２－（フラン－２－カルボキサミド）エ
チル）－３，４ａ，８，８－テトラメチルデカヒドロナフタレン－２－イル）－４－メチ
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ルピペラジン－１－カルボキサミド
からなる群より選択される化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目２０）
　項目１または項目１９に記載の化合物、またはその立体異性体、あるいは薬学的に受容
可能な塩、および薬学的に受容可能な賦形剤を含有する、組成物。
（項目２１）
　ＳＨＩＰ１を調節する方法であって、有効量の項目１もしくは項目１９に記載の化合物
、もしくはその薬学的に受容可能な塩、またはその立体異性体、あるいは項目２０に記載
の組成物を、その必要がある哺乳動物に投与する工程を包含する、方法。
（項目２２）
　疾患、障害または状態を処置する方法であって、有効量の項目１もしくは項目１９に記
載の化合物、もしくはその薬学的に受容可能な塩、または立体異性体、あるいは項目２０
に記載の組成物を、その必要がある哺乳動物に投与する工程を包含し、該疾患、障害また
は状態は、自己免疫性の疾患、障害または状態、炎症性の疾患、障害または状態、あるい
は腫瘍性または細胞増殖性の疾患、障害または状態である、方法。
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